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オットセイ漁規制に対する仕方なさの奥行き 
――大槌町赤浜地区の漁業者の語りを中心に―― 
Inevitable Acceptance of Regulation of Fur Seal Fishing: 





This paper attempts to clarify why the regulation of fur seal fishing was accepted by the 
fisher of Akahama district in Otsuchi city, Iwate prefecture. This regulation was enforced 
when shore fishery was in decline; as a result, some fisher went out of business. Others 
who avoided failing in business could narrate us the scenario behind the acceptance of the 
regulation. Thus, it is insufficient to state that it was only the fisher’s ability to adapt to the 
change of time. 
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小槌、吉里吉里、金沢の 4 つの村が合併してできた町である。人口は、平成 29 年 9 月 30
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ある。国勢調査によると、震災以前の 2010 年には人口 863 人、世帯数 316 世帯の集落であ
ったが、震災後 2015 年には人口 458 人、世帯数 199 世帯にまで減少した。 
この赤浜地区は「日本一と謳われた突棒の本場」であったと言われている（吉野・西山 


















が大々的に行われるようになったのは、1800 年代である（和田 2010a: 134）。1800 年代前
半に、毛皮の需要からオットセイを狩猟していくアメリカ・カナダ・ロシアの猟船に対抗
し（大槌町漁業史編纂委員会 1983）、日本も 1897（明治 30）年には、ラッコ・オットセイ





を行うことができたものの、1945 年の敗戦後は GHQ によってオットセイの海上猟獲が再
び禁止される（和田 2010a: 144）。1951 年からは、吉田・ダレス書簡の覚書によって新条






1952 年に大槌町で日米加 3 国のオットセイ合同調査が実施され、翌 1953 年には、日本独
自に大槌町赤浜の突棒船を使って三陸沖でのオットセイ調査が開始された（和田 2010a: 
144）。この調査も赤浜地区の漁業者が誘致したもので、調査結果が出たのちに、オットセ
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イ漁解禁を目指していたからである（大槌町漁業史編纂委員会 1983:61）。 
だが、1957 年のオットセイ保護条約改正において、海上猟獲が認められることはなかっ




























となっていく（大槌町漁業史編纂委員会 1983: 61）。 
そのような状況下で、1958 年に、自発的な猟銃の返上による転換資金の請願運動を川口
鶴松らは行うようになり、5 億円の閣議決定がされた（大槌町漁業史編纂委員会 1983:61）。
当時の赤浜では、毎日新しく造られた 30 トン程の大きな船が出てきていたのだと B さん
は話す。転換船と呼ばれるそれらの新造船は、オットセイ生態調査に用いられた。船主の
娘であった A さんは、調査の傭船契約が決まっていたこともあり、30 トン型の船を造った
と説明する。A さんの家の船は、赤浜でも早い時期に転換船を造船したため、優秀船とし
て扱われ、10 年近くオットセイ生態調査の傭船契約を継続することとなった。 
A さんは、オットセイ調査の頃の思い出を楽しそうに語る。日米加 3 国のオットセイ合
同調査の際に赤浜へ来ていたカナダ人研究者とは、英語が出来ないながらも、コミュニケ






































学卒業後に大槌近辺の様々な船に雇われたのち、1965 年頃から約 30 年間、千葉県にある
会社の船に乗り、突棒漁やイカ釣り、サバ漁などに携わってきている。1958 年には生態調
査の傭船にも乗り、ハンターとして船の上から銃でオットセイを狙う一人であった。 
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遠ければ 100 メートルも離れた船の上から狙う。そのため B さんは「簡単に、そんなに、
当たんねぇよ」と語る。それでも、猟銃を用いたイルカ漁の経験があった B さんは、腕の






の責任者である漁撈長を務めていた B さんは、1966 年に初めて北洋サケマス漁の漁撈長を
務めることになった。この船は、サケマスの漁撈長は初経験である若い漁撈長と、素行が
良くない乗組員が乗り合わせたため、普通ならば 20 日ほど沖へ出ているサケマス漁でも、





げ、一晩で 200 万円の水揚げをすることもあったという。一晩で 200 万円以上水揚げする
と、優秀旗をもらうことができ、B さんはこの優秀旗を頻繁にもらっていたと話す。 
1992 年に約 30 年間漁撈長として雇われてきた会社を退職した後も、B さんはその腕を












































(1) 2017 年 9 月 7 日の聞き取り調査より。 
(2) 大槌町ウェブサイト< http://www.town.otsuchi.iwate.jp/gyosei/>（最終アクセス日：2017/10/31）。 
(3) 新おおつち漁業協同組合ウェブサイト< http://jfshinootuchi.jp/>（最終アクセス日：2017/10/31）。 
(4) 2017 年 9 月 1 日の聞き取り調査より。 
(5) A さんへの聞き取りは、2017 年 7 月 1 日に実施した。 
(6) B さんへの聞き取りは、2017 年 9 月 3 日、9 月 7 日に実施した。 
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